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第 229固定例市議会は3月刊日招集さ杓、会期を20日ま

18日での竹田聞と定め、理事者から提出されだ議案27件につい

て審議しまし疋。その結果「昭和62年度大野市一般会計予

19日

20日

20日

算案_I大野市農業集落排水事業特別会計条例案」など、全

議案を可決・同意しましだ。 ct芝、議員提案による「売上

税の創設に反対する意見書」など3件も可決。市民の皆さ

んから出されだ請願・陳情は別掲のとおり決めましだ。
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その余力も 残しである。

行政の効率化の推進

について

間 行政の効率化を実行性のある

ものにするためには、 管理職の掛

け声だけではなく、 全職員の意識

革命とモ ラールの向上が不可欠で

あり、職員が常に高い倫理路、を持

って行政サービスの充実を目指す

こと が大切である。

職員の能力や無限の可能性を引

き出すため、提案制度を設けては

どうか。

3年余 i)続いた大課制を見直し

新年度か らは以前のよ うな小課制

に戻るが、各課相互間の応援態勢

はどのようになるのか。

答職員の自由な発想や積極的な

提言は、 行政の効率化や住民サー

ビスの向上のために必要であるか

ら、職員提案制度を進めたい。

また、研修守門委員会 (仮称)

を設置して、職員の資質向上、能

力開発を推進するため計画的 ・桝

統的に研{I多を行し、たし、。

機構改革に伴う各謀相互間の連

携については、職員の応援に関す

る要綱を決めて布機的かつ円泊に

推進させたい r

吐、

‘". 

ニの程整備された。宝慶寺

いこいの森、の林業振興セ

ンターの前庭

答 盟かな自然を守り、未来を築

く人づくりと産業起しを根幹にお

きながら、活力ある大野の建設を

目指して活性化対策に全力を挙げ

て取り組みたい。

予算編成に当たっては観光開発

水資源対策、学校建設、産業のt!rぇ

興、企業誘致などを重点的に措置

を図った。

また、 緊*liiJ;l;')ということ であ る

が、この度新しく当選された議員

各位の意見や、 4月の機構改革に

伴う新しい課長の考え方等を十分

聴きながら対応するつもりであり

r市長の政治姿勢について

間 市長は当選以来、各方面で多

くの抱負と将来の計画等について

述べているが、市民はそれらを任

期中に実現をしてもらえると思っ

ている。

ところで今回、最初の自前の予

算を組んだ次第であるが、経消の

低迷の中で緊縮主IJの編成になって

いる。この制成に当たっては何を

最重点施策に置いたのか。
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市内の活性化対策

について

問 てっとり早い活性化対策は観

光であると思うが、その目玉であ

る 「観光物産センター」の建設は

見送られた。

当市の国道周辺には観光ノ〈スの

駐車場や公衆便所、物産売場等が

全くないので、このセンターはど

うしても必要だと思う 。よい方策

はないのか。

また、恵まれた自然を生かして

内水面漁業に力を入れ、釣り客の

誘致を図ることは実現可能と思う

が、どうか。

亀山の登リ口に鎖が掛けである

が、当市のシンボルである大野城

を多くの人々に見てもらうために

車で登れるようにできないか。

答 奥越広域観光ルートの中核基

地として、第三セクターで建設・

運営するホテル部門を併設した観

光物産センターを計画したが、経

済情勢が悪化したために民聞から

の出資カ、不可能となり 、見送らざ

るを得なくなった。

なんとか市単独事業として中間

的な施設でもできないかと目下険

討中である 。

名水百選に指定された御清水

清滝川流域の漁業権は大野市漁

業組合が持っており、稚魚、の放流

や管理、取り締まリ等を行ってい

る。最近は清滝川のほか、西谷や

打j皮地域にも釣 1)客が入リ込み乱

獲されているので、漁業組合に監

視をお闘い、している 。

亀山公園の開発については全体

開発や観光客誘致拡大を図りたい。

また、越前大{ムの落慶に合わせ

て有意義なイベントを催されない

か関係者にも要請をしている 。

下水道事業の今後の

見通しについて

的に計画を見直して検討したい。 問 第二次大野市総合計画では62

観光行政について

年度で公共下水道の調査と計画を

し、 64年度着工の予定にな ってい

る。これを実現するため 2年前に

企業管理部を設置したが、何ら前

問 当市はホ北陸 進していないのではないか。

の小京都、、といわ 当市は豊かな地下水に恵まれて

れるように碁盤状 f符苦情~l いるが この地下水に影響を及ほ

の整然とした町並ア百~û凶/さ ないようにするため、広〈学者

み、伝統の朝市、注場.... て芦僻J暫 や技術者、または先進地等の意見

風光明美の大聖子城 を抹リ入れ、十分な研究を進めて

名水百選に指定された御清水など

観光資源に忠、まれ、他市に'71けを

取らないと思うが、施設等ヵ、不備

なため観光客は通過してしまう 。

幸いSI年末、「新生大野市観光協

会」カ、民間主導で設立されて気運

が高ま ってきているが、今後の対

応について何L、た L、。

答 観光行政は活力ある問づ くり

のため大変大事だと思っている。

HI年12月に市民総参加の観光協

会ヵ、設立されて、観光に対する認

織も深ま ってきている 。今後はキ粍相I日i 

互のi連主J携1持号を

( 4 ) 

当市に見合った下水道工法を採る

必要があると思うが、どうか。

答 近年、簡易浄化槽が普及して

おり、なんとかして下水道を設け

なければ、ならないと思う 。終末処

理場用地確保のためこれまで地係

の方々にお願し、してきたが、昨年

後半からは話し合いに応じてもら

えなくな ってしま った。

今後も協力が得られるよう努力

を続け、 .二年のうちには終末

処理場用地のメドを立て、下水道

第五次計画の最終年の64年までに

は計画だけでも作成したい。



市政企画と推進方向

について

問 政治と企画は理事者と議会が

一体となって推進するのが当然で

あるが、今日は市の職員が行政の

みならず市政企画に手腕を発揮で

きる役所づくりが必要だと思う 。

1哉員の能力開発をどのように進

めるつもりか。

答 4月に行う機構改革は 「職員

の企画」に期待して行うものであ

る。職員は適材適所に配置し、そ

れぞれの構想や意見をどんどん吸

い上_，tていきたい。

行革予算の中の

人づくりのあり方について

間 教育こそ最大の投資的事業だ

と思うが、これは決して学校の建

物などのような形の見えるもので

はなく、人の心を生き生きさせる

ためのシンク タンクを教育の中に

持ち込むものでなければならない。

人生前年の時代を迎え 「市民一

人一研究」という精神風土を強化

しなければな らないと思うが、生

世教育に対する計由lを伺いたい。

公民館や有終会館な ど、 社会教

育の現場で教育機器の繋備が遅れ

ているが、今後の予定を何いたいっ

答 生涯にわたっての学討を進め

有効利用を図りたい間伐材

るため 「し、つでも、どこ でも 、だ

れでも」進んで学習ができる態勢

づ くりに 努めており、各年代に応

じた能力開発のために学習の機会

が十寺てるよ う心、桂|、けたい。

感動のあ る社会教育を進めるた

めには教育機器の導入も大切であ

るが、予算的な制約も あり、 それ

ぞれの公民館への導入はむずかし

いので、 61年度から 「機器センタ

ー」を設置 し、集中管理方式に よ

る効率的な運用を図っている。

農林業振興について

聞 大野の里芋は全図的に知れわ

たり、市場でも高〈評価されてい

るが、 昨年は年末になゥて市場で

だぶっき値崩れが生じた。集干¥;jの

時期的な問題や PR不足があっ た

のではないか。

今後、加工や貯蔵の技術IrIJ1-_を

図る必要があると思 うが、どうか

林業の間伐材は、 今のところ雪

囲い用の材料に しか使用 されてい

ないようであるが、民芸品的なも

のに利用でき ないか。

答 大 閉め里-::tt:は県内では相当有

機
器
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
て
い
る
近
代
的
な
教
育
機
器

め、価格等の両から他の特産地に

対抗でき る実力はないと思われる。

市としても15アール以上作付を

した方に補助をするため、1，200万

円の予算を計上した。

今後、 面積の拡大を図ると とも

に販売にも 手伝いをし たい。

間伐材の利用については現在快

索中であるが、今後は国・ 県と協

議をしながら名案をみつけたい。

( 鯖行政… j 
問 子供たちを より良い環境の下

で健全に育成することは社会の責

任である。しかし、安心して遊べ

る場所が少ないため、 EI重な時間

を家の中で過ごす子供が多い。

戸外で力一杯スポーツをするこ

とによ って、健全な心身を築くた

め児童専用グラ ウンドが必要であ

ると思うが、なん とかならないかコ

答 県営総合公閣の中で多目的な

グラウン ド構想を進めていく方が

結も あり、 また、いろんな施設カ、

入るので二f-f*tたちには喜ばれるの

ではないかと思う 。

健全な教育をわ うためには、空{

名であるが、全国的シェアからみ 然ス ポーツ地誌が必要であるので

るとわずか 2%にしかならないた 全力を挙げて取り 組みたいコ

( 5 ) 



問 情報公聞の要求が高まってい

る今日であるが、教育委員会の会

議(土公開制なのか。また、会議録

のIl，ljli;1請求があ った場合は、これ

に応仁られるのか。

答 教育委員会の会議は公開を原

則としているが、委員の過半数の

[aJ志があれば非公開とするこ とも

できる。従って公開部分について

は刷ij与する ことができる。

教育委員会の

会議録について

母仏 間 大型[高校の移

岳民転…、て 市長
~もえF唱 は「早期実現を図

F 、F るよう努力したい」

と述べているが、同校周辺の町内

会や隣接する商!苫街等では反対の

志;見カ、多いと聞く 。今後どのよう

な方法で住民のコンセンサスを得

るつも りか。 また、跡地利用計画

についても 伺いたいの

答 現{Jeの大町P高校は高校教育の

場としては環境は大変良いが、敷

地は 3万平方メ ート ルに満たず、

県内最少の規院であり、 体育の向

上や教育面から考えると狭すぎる。

移転については正式な要請を受

けているので、今後積極的に取リ

キ¥liみたい。

跡地については県とも十分協議

しなければな らないが、既設の体

育館や一部使用可能な校舎もある

ので、大野のシン ボルである亀山

とその周辺の開発を含めた利用計

画を62年度中に決定したい。

この問題は周辺商庖街のコ ンセ

ンサスを得ることカ、大切であるの

で、将来の大野市のあ り方等を考

えながら仔l重に対応したい。

大高移転と

跡地利用について

あると思慮している。本年度は地

位調1tなどを実施して庁合の建設

位置を決め、 63年度で建設したい。

また、公共用地についてはプロ

ジェク トチームを編成して、市有

地をは じめ借地を も含めた全体の

利用計画を見直したい。

特に、 消防庁舎の移転先として

有終会館の敷地内の南側約 4，000

平方ーメー トルを子定しているので

これを含めた市役所周辺の公共施

設の張 り付け計画を急ぎ たい、

間 今年の予算で消防庁舎移転帳

繍地の調合1費が計卜されている が

移転時期jはいつごろなのか。

また、市役所田辺の公共用地の

利用計画について も検討したいと

のことであるが、 その見通しにつ

いて伺し、たし、。

答 消防力を充笑し市民生活の安

定を|司るために、目下当市とし て

は消防庁舎の移転が緊急、の課題で

消防庁舎の移転について

結果
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佐

護

@幅口 登、 O野田幾久代、

々木一夫、松井治男、 藤田

山口忠男

監査委員に金森氏

国道 157号線 ・158号制の幣備

促進と越美北線の存続を図るため

交通対策特別委員会を、また、上

下水道事業の促進を図るために水

行政対策特別委員会を設置しまし

た。メンバーは次のとおりです。

(@は委員長、 0は副委員長)

議会選出の監査委員に金森

幸蔵議員 (中野町一丁目、61

歳〉 の選任に同意しました。

-交通対策特別委員会

@奥村忠光、 O金森幸蔵、林

)11員一、雨塚忠夫、西川文人、

推井清男

・水行政対策特別委員会

交
通
対
策
と
水
行
政
対
策

委
員
長
に
奥
村
、
幅
口
氏

60年度歳入歳出決算を認定

第227回臨時市議会ガ、7月21日招集され、 前回の定例

会から閉会中の継続審査となってい疋「議案第66号 昭

和60年度大野市歳入歳出決算認定について」は、決算特

別委員会の審査報告があり、 委員長報告のとおり認定し

ましだ。意見・要望の主なものは次のとおりです。

道路敷地・河川敷地に対する借地

料について

これについては、その公共性・

永続性からみて、早急に買収すべ

きであると の再三の指摘にもかか

わらず、依然として意見が反映さ

れていないとの強い不満が述べら

れた。

理解できるが、今後は経済性の観

点からも十分検討して、単に赤字

補填的な考え方で安易に一般会計

から繰り出して、公営企業の独立

採算性の趣旨を損なわないように

すべきであるという、強い意見カ、

述べられた。

市営住宅使用料の滞納整理につい

て

これまで機会あるごとに指摘し

てきた問題であるが、特に長期に

わたる滞納者や特別の事由によ っ

て徴収不能と思われる者について

は、その実態を的確に調査・把握

して債権の保全に

努めるとともに、

保証人も交えてよ

く話し合い、完納

に向けて最善の努

力をすべき である

との強い意見が述

べられた。

一般会計からの繰

出金について

企業会計の場合

経済性より も公共

性が強調される傾

向にあるため、不

採算となることは

(単位:円)
昭和60年度大野市歳入歳出決算書総括表

273，941，985 9，565，887，506 9，839，829，491 9，829，636，000 五十ムzス骨ま

国民健康保険事業
特別会計

18，529，727 1，730，471，619 1，749，001，346 1，755，263，000 

18，568，587 

簡易水道事業
特別会計

南部第二土地区画

整理事業特別会計

6，054，698 

1，779，353，364 

48，325，802 

1，797，921，951 

54，380，500 

1，807，323，00。
56，173，000 

老人保健特別会計

12，006，382 

l入
仁3 329，101，379 

( 7 ) 

407，417，071 

13，531，455，362 

419，423，453 

13，860，556，741 

438，723，000 

13，887，118，000 



急がれる市民グラウンドと有終会館を含めた

市役所周辺の公共施設の配置計画

① 水行政について

南部第二土地区画部理事業はiO

%近くが完成しているが、将来の

水行政を考えると、当然、この区

域に水道管を敷設すべきである 。

4月から発足する7)(資制対策課

が中心とな って上-下水道の必要

性を理解してもらえるよう努力す

べきであるとの強い意比が述べら

-建設委員会

発
行

大
野
市
議
会
事
務
局

印
刷

① 窓口事務の時間延長について

共働きや職場の関係で諸証明の

窓口業務の時間延長を望む声がリ虫

L、ので、愉討するようとの志、見が

述べられた。

②教育行政につい

て

が立っ ていないので、早急に具体

的な建設計画を立て市民に示すべ

きであり、さらに、現右行ってい

る学校体育館の開放時間の延長を

愉討するようにとの、強い意見が

述べられた。

④福祉対策について

高齢化社会がいち早く進んでい

る当市にとって、老人介護に対す

る取リ組みが急務であるが、これ

に婦人の能力を生かしたへルパー

市IJ度の充実を図るべきであるとの

立見が述べられた。

いて

市長の私的な諸問機関として「大

野を考える会」を設けるとのこと

であるが、日比誌の審議会や委員会

との連絡調整を寸分に図り、支障

を来たしたり屋上屋を架すような

ことにならないようにすべきであ

るとの意見が述べられた。

-教育民生委員会

fL1:ニ。

-総務委員会

① 消防斤舎建設調査費について

消防庁舎建設の候補地として有

終会館敷地の一部を予定している

が、この敷地はクラウンドや体育

館をはじめ、利用率の高い会議室

等があリ、その整備も望まれてい

るところであるので、調査前に市

役所周辺の総合的な公共施設の配

置計画を立てるべきであるとの強

L、意見カ、集中した。

②「大野を考える会J(仮称)につ

T 
E 
L 
ノ、

ノ、

附
松
浦
印
刷
所

-産業経済委員会

①観光行政の推進について

活力と魅力ある町づくりのため

には観光行政を推進することが重

要であるが、新年度予算面には意

欲的な措置ヵ、講じられておらず、

具体的方策に乏しいと不満が述べ

られた。

②農業後継者対策について

農業後継者対策事業として結婚

相談所を開設しているカ、実績が上

がっていなし、。さらに一歩前進し

た拙置を講ずるべきであるとの意

見が述べられた。

社会教育に対す

る人件費や活動貨

が削j成されてお 1)

人づくり、地域づ

くりに重大な支障

を来たすので改善

を強く要望した。

③体育行政につい

て

体育館の建設に

ついては未だメト

( 8 ) 

時間延長が望まれる窓口業務


